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[論文要旨l
This study aims to evaluate ‘play theories' from the persp巴ctivesof organizational theories， 
The issues on values or social construction of organizations are the backgrounds of this study， 
They have been considered as critica11y important because those issues relate with significant 
issues of the day for any organization like‘innovation' or ‘learning' v巴ryclosely 
To archive of this objective. this study is constructed by 3 parts. First part analyzes the 
term of‘spiel' in German.‘play' in English and ‘Asobl~ in J apanese. Second chapter surveys the 
existing typica1 play theories. Third part evaluates and analyzes the existing typical play theか
ries reviewed in second chapter from the perspectives of organizational theories. 
As conclusion. this study clarifies that some existing play theories may be able to discuss the 
issues about the values or social reaJity of organizations 
[キーワード] play theory (遊戯論).play (spiel 遊び).the play as phenomenon (現象とし
ての遊び).the play as metaphor (メタファーとしての遊び).innovation イノ
ベーション)





































































































































中で論じた Schiller(1950)の影響が非常に強いことが挙げられる。 Schiller( 1950)は‘spiel'を
哲学的概念として用いると同時に日用語的な扱いもしていることから.現代に至るまで非常に多
くの分野で遊戯論が議論されているという分析もできる(シャウマン， 1998: 95)。そのため， I遊
びJ(spiel)は，研究者が都度定義し，また，遊戯論は様々の分野において議論されてきた。
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戯だけが人聞を完全なものにするのですJ(Schiller， 1950: 54 訳98) あるいは「人聞はまっ
たく文字通り人間である時だけ遊んでいるので 彼が遊んでいるところでだけ彼は人間なので














































4 Piaget自身は， r構造主義J(原著:Le structuraIisme)等を著し構造主義者を自称しており，確かに.論理
の構造等を見出し，代数学を用いる形でそれらの分析を行っているが，反面，子1j~の獲得する認臓や世界の近
く，知識は子供が主観的に構成した構築物として捉えていることから， I榔成主義」ゃ「心理学的構成主義」
と見なされることもある (e.g. Flick， 2007;中村¥2007)。
















きであると主張している (Piaget，1969:訳 167-169)0 Piaget (1972)でも，子供があるものを
理解するためには，自らそれを構成し彼自身でそれを再発見せねばならないと主張している
































Huizinga (1956)を継承する研究として Caillois(1968)が挙げられる。 Caillois(1968)は，
Huizinga (1956)の研究に対して， I遊びの研究ではなく，文化の分野における遊びの精神のー
もっと正確に言えば.遊びの一種類である規則のある競争の遊びを支配する精神のー創造性の探


















































すなわち. Gadamer (1975)によると遊戯は.r運動の遂行そのものJ(Gadamer. 1975・訳
一 138-






























































































































遊戯のー形態と見なすことができる 8。これは， Gadamer (1975)が「遊戯としての芸術」につ








して.支配の道具として捉えられてきた (Pondy& Mitroff. 1979: Smircich. 1983: Morgan. 







論していくという方向性である。 Fink(1957). Fink (1960)が述べたように.r遊び」と「存在」
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